
人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち
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八
幡
小
学
校
の
児
童
が

あ
ら
ぎ
島
で
稲
刈
り
体
験

秋の実り

未来へつなぐ



弾道ミサイル発射情報の訓練放送を実施します

国からの弾道ミサイル発射情報を「J アラート」
を介し、自動で住民へ伝達する訓練を全国一斉に実
施します。防災行政無線放送などの情報配信を実施
しますが、訓練ですので実際の情報と取り違えない
ようにご注意ください。

●日時／ 11 月 15 日（水）11:00 ～
とるべき避難行動
①建物の中に避難
②地面に伏せて頭を守る
③窓から離れる

実りの秋！あらぎ島稲刈り
黄金の稲穂に彩られた「あらぎ島」。八

幡小学校 3・4 年生の児童が 9 月 12 日（火）
にあらぎ島景観保全保存会の皆さまとあり
だ農協職員の指導を受けながら、6 月に自
分たちで植えた稲を鎌で刈り、稲掛け（は
ぜ掛け）を行いました。田植えから稲掛け
までの作業を通して、お米ができるまでの
大変さを身をもって体験しました。

＼ 八幡小学校の児童が体験 ／ 
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祝 100 歳
おめでとうございます

トランスコスモス株式会社が
和歌山県「企業の森」に参画

和歌山県「企業の森」事業にコールセンター
などのアウトソーシングサービスを展開するト
ランスコスモス株式会社が参画しました。「企
業の森」とは、企業や労働組合などの皆さまに
CSR（企業の社会的責任）や社会・環境貢献活動、
また地域との交流活動の一環として、県内の森
林環境保全に取り組んでいただく事業です。

9 月 7 日（木）に和歌山県庁で行われた調印
式でトランスコスモス株式会社・和歌山県・有
田川町の三者で「森林保全・管理協定」を締結
しました。

今後 10 年間にわたり、彦ヶ瀬地内の山林
2.27ha を「トランスコスモスの森」と名づけ、
間伐などの森林保全活動を行います。

有田川町では 5 社目の参画で、都市と地方の交
流など地域活性化につながると期待されています。

福林 子さん（上中島）

井森 アヤヲさん（沼田）

林 ミサコさん（延坂）

写真（左から）＝和歌山県岸本知事、トランスコスモス株式会社
取締役副社長執行役員 松原健志さん、中山町長
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和歌山県人権啓発活動ネットワーク協議会主催
の写真コンテストで、安諦小学校が最優秀賞、八
幡小学校と藤並小学校が奨励賞を受賞しました。

第 14 回有田川町壮年野球大会  優勝は天満地区！
8 月 27 日（日）明恵の里スポーツ公園グラウ

ンドで地区対抗による野球大会が行われました。
暑い中、熱戦が繰り広げられ、天満地区が優勝
しました。

「第 41 回和歌山県
小学校人権の花運動」

写真コンテスト

JA ありだと移動販売車運営支援で協定を締結 
9 月 25 日（月）に有田川町と JA ありだとの地方

創生パートナー企業連携協定締結式が行われました。
この協定により、有田川町と JA ありだとの官民

連携事業として、清水地域の買い物困難地域を対
象とした移動スーパーによる買い物支援事業が 10
月からスタートしました。

また、移動スーパーの巡回に伴い、地域の見守
り活動もあわせて実施されます。

参加全 4 チーム
●優勝　　天満地区

　●準優勝　一ツ松地区
● 3 位　　野田地区

最優秀賞　安諦小学校

奨励賞　八幡小学校 奨励賞　藤並小学校

写真（左から）＝中山町長、JAありだ 森田組合長
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有田川町の

財政
事情

「地方公共団体の財政の健全化に関する法
律」第 3 条第 1 項および第 22 条第 1 項の規定
により、令和 4 年度（2022 年度）決算に基づ
く健全化判断比率と資金不足比率を公表しま
す。

令和 4 年度（2022 年度）においても
町の財政の判断指標の評価は「健全」
しかし、地方交付税などの依存によるところ

が大きいため、今後はさらなる自主財源の確保
に努める必要があるほか、引き続き無駄のない
財政運営が求められます。

問財務課（吉備庁舎）

健
全
か
否
か
の
指
標

「
健
全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不

足
比
率
」
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
が
健
全
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
た
め
の
指
標
で
す
。

表
に
記
載
し
て
い
る
①
～
④
の

比
率
に
つ
い
て
、
早
期
健
全
化
基

準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
を
超
え

て
「
早
期
健
全
化
団
体
」
に
な
っ

た
場
合
は
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
、
⑤
の
基
準
を
超
え
た
場
合
は

「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
従
っ
て
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
財
政
再
生
基
準
（
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
）
を
超
え
、
財
政
破
綻

状
態
で
あ
る
「
財
政
再
生
団
体
」

に
な
っ
た
場
合
は
「
財
政
再
生
計

画
」
を
策
定
し
、
国
や
県
の
関
与

に
よ
る
確
実
な
財
政
の
再
生
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

有
田
川
町
の
現
状

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
を
示
す
指
標
。
令
和
4
年
度

（
2
0
2
2
年
度
）
決
算
で
は
、

実
質
収
支
額
が
黒
字
の
た
め
、
赤

字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
公
営

企
業
会
計
を
含
め
た
全
て
の
会
計

の
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
を
示
す
指
標
。
①

と
同
様
、赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

公
債
費
（
借
入
金
の
元
利
償
還

金
）
の
水
準
を
測
る
指
標
で
、
一

般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
全
て
の

会
計
の
公
債
費
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
。

普
通
交
付
税
な
ど
の
歳
入
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、比
率
が
０
．

3
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
公
営

企
業
会
計
・
一
部
事
務
組
合
・
広

域
連
合
・
土
地
開
発
公
社
・
第
三

セ
ク
タ
ー
な
ど
を
含
め
た
負
債
の

う
ち
、
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負

担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
す

指
標
。

地
方
債
残
高
な
ど
が
減
少
し
た

こ
と
に
加
え
、
基
金
の
総
額
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
比
率
が
発
生
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
後
も
計
画
的
な
事

業
の
実
施
に
よ
っ
て
地
方
債
残
高

の
抑
制
が
必
要
で
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
。

令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）

も
全
て
の
公
営
企
業
会
計
に
資
金

不
足
が
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

有田川町の健全化比率など　（単位：％）

令和 4 年度
（2022 年度）

令和 3 年度
（2021 年度）

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

①実質赤字比率 ― ― 13.30 20.00
②連結実質赤字比率 ― ― 18.30 30.00
③実質公債費比率 13.0 12.7 25.00 35.00
④将来負担比率   ―  ― 350.00
⑤資金不足比率 ― ― 20.00

※比率が発生していない場合は「―」と記載しています。
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

世界アルツハイマー月間の９月 21 日（木）・22 日（金）
地域交流センター（ALEC）で出張相談所を開設しま
した。今回初めて行った出張相談では、介護予防の大
切さを実感してもらえるよう、身近な物を使った脳ト
レ体験や、骨量測定・握力測定などの健康チェックが
行われ、日々の生活習慣の大切さを実感していただき
ました。また、相談スペースの設置は、気軽に話せる
機会があってよかったとの感想も寄せられました。

シニアエクササイズを続けている伏羊山ゆりサロンの皆さまが、理学療法士と言語聴覚士の先生から、ボー
ルや椅子を使った転倒予防運動や、年齢とともに増加する誤

ご

嚥
えん

性肺炎を防ぐための舌や口唇の運動などを教
わりました。どちらも自宅で簡単に取り組める運動なので、「今日から家でもやってみる」と普段の生活に
取り入れてくれるそうです。他にも、質疑応答が活発に行われ、和気あいあいと楽しい時間となりました。
参加者の皆さまからは「今日参加してよかったよ」との声が届きました。

～シニアのよろず相談所～
有田川町地域包括支援センター出張相談会

問長寿支援課（金屋庁舎）

運動や口腔の先生が運動グループへ！
（地域リハビリテーション活動支援事業）
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

毎
年
11
月
9
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
「
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
へ
の
心
構
え

を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
消
防
本
部
で

は
、
各
種
広
報
活
動
や
火
災
防
御
訓
練
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、
命
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
火

の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

第
12
回
「
防
火
の
詩う

た
」
募
集

今
年
度
も
火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し

て
、皆
さ
ま
か
ら
火
災
予
防
に
関
す
る「
標

語
・
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
の
生
活
の
中
で
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
る
標
語
な
ど
、
形
式
・
様
式
に
特
に

決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
／
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
方

●
応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
（
会
社
名
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
）を
明
記
の
上
、

郵
送
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

・
郵
送
の
場
合

　

〒
６
４
３
‐
０
８
１
１

　

有
田
川
町
庄
１
０
４
２
番
地

　

有
田
川
町
消
防
本
部　

予
防
課

　
「
第
12
回
防
火
の
詩
」
応
募
係　

・
Ｅ
メ
ー
ル

　fire119@
tow
n.aridagaw

a.lg.jp

火
災　
…　
10
件

救
急　
…　
1
0
4
8
件

救
助　
…　
14
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

9
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

●
締
切
日
／
12
月
1
日
（
金
）

●
そ
の
他

・
入
選
作
品
の
発
表
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
行
い
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
当
消
防
本
部
に

帰
属
し
、原
則
返
却
は
し
ま
せ
ん
。ま
た
、

作
品
の
著
作
権
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
責
任
は
当
消
防
本
部
で
は
一
切
負

い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

早
期
に
出
動
す
る
た
め
の
1
1
9

1
1
9
番
通
報
を
受
信
し
た
際
に
聴

取
す
る
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
種
別
／
火
災
・
救
急
・
救
助

②
発
生
場
所
／
有
田
川
町
（
大
字
〇
〇
）

△
△
番
地

※
住
所
や
番
地
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
近

く
の
目
標
物
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

③
状
況

・
火
災
／
何
が
燃
え
て
い
る
か
、
逃
げ
遅

れ
や
負
傷
者
が
い
る
か

・
救
急
／
年
齢
、
性
別
、
意
識
状
態
、
呼

吸
の
有
無
、
症
状

・
救
助
／
事
故
の
内
容
や
負
傷
者
の
人
数

こ
れ
ら
の
内
容
を
慌
て
ず
、
落
ち
着
い

て
伝
え
る
こ
と
で
早
期
出
動
が
可
能
に
な

り
、
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
、
傷
病
者

を
迅
速
に
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
こ
に
つ

な
が
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
火
を
消
し
て　
不
安
を
消
し
て　
つ
な
ぐ
未
来
」

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）
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●
主
な
症
状

少
量
で
も
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入
る
と
腸

内
で
増
え
、
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
吐

き
気
や
嘔
吐
、下
痢
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。

●
症
状
が
出
た
ら

脱
水
症
状
を
防
ぐ
た
め
、十
分
な
水
分

と
栄
養
を
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、病
院
に
行
く
と
き
は
、感
染
拡
大
防

止
の
た
め
に
事
前
に
電
話
を
入
れ
、指
示
に

従
っ
て
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
日
常
生
活
で
の
予
防

①
帰
宅
直
後
、
調
理
の
前
後
、
食
事
の
前
、

ト
イ
レ
の
後
な
ど
は
石
鹸
を
使
っ
て
、

指
の
間
や
爪
の
内
側
ま
で
丁
寧
に
手
洗

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
魚
介
類
を
調
理
す
る
と
き
は「
生
食
用
」

と
表
示
の
な
い
も
の
は
中
心
部
分
を
1

分
間
85
度
以
上
で
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

ま
な
板
な
ど
の
調
理
器
具
は
水
で
薄
め

た
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
で
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。

例
年
、
11
月
～
2
月
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
患
者
数
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
食

中
毒
は
、
夏
場
に
多
く
発
生
す
る
印
象
が
あ

り
ま
す
が
、
冬
場
も
同
じ
よ
う
に
注
意
が
必

要
で
す
。
特
に
、
冬
場
に
多
発
す
る
も
の
は

「
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
」
で
、
代
表
的
な
も

の
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
。
感
染
し

て
発
症
す
る
と
、
整
腸
剤
な
ど
の
対
症
療
法

し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
は

●
原
因

主
に
カ
キ
、
ア
サ
リ
、
シ
ジ
ミ
な
ど
の

二
枚
貝
で
す
が
、
食
品
だ
け
で
は
な
く
、

人
や
食
器
な
ど
か
ら
も
広
が
り
ま
す
。

●
感
染
経
路

感
染
し
て
か
ら
発
病
す
る
ま
で
（
潜
伏

期
間
）
は
1
～
2
日
で
、
症
状
が
続
く
期

間
は
数
時
間
～
数
日
（
平
均
1
～
2
日
）

で
す
。
発
端
は
食
中
毒
で
あ
っ
た
と
し
て

も
感
染
力
が
強
く
、
1
人
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
と
人
か
ら
人
へ
と
広
が
っ

て
い
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

●
感
染
拡
大
の
予
防

①
便
や
嘔
吐
物
は
使
い
捨
て
の
手
袋
や
マ

ス
ク
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
利
用
し
、

家
庭
用
の
塩
素
系
漂
白
剤
な
ど
の
消
毒

液
を
加
え
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
封
し
て

捨
て
ま
し
ょ
う
。

②
汚
れ
た
床
や
家
具
、
衣
類
、
調
理
器
具
、

食
器
な
ど
は
水
で
薄
め
た
家
庭
用
塩
素

系
漂
白
剤
で
消
毒
し
、
処
理
後
は
自
分

の
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
の
た
め
に

①
1
日
3
回
の
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
ま
し
ょ
う
。

②
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
オ
リ
ゴ
糖
な
ど
腸
内
の

善
玉
乳
酸
菌
を
増
や
す
食
品
を
と
り
、

腸
内
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

③
抗
菌
作
用
が
あ
り
、
に
お
い
成
分
が
強

い
野
菜
、
ハ
ー
ブ
、
薬
味
な
ど
を
上
手

に
利
用
し
、
殺
菌
・
解
毒
作
用
の
あ
る

梅
干
し
、
玉
ね
ぎ
な
ど
を
積
極
的
に
と

り
ま
し
ょ
う
。

おなかゼッコー腸教室
　　～ヤクルトマンがやってくるよ！～

●日時／11月24日（金）10:00～11:00
●場所／子育て支援センター
●定員／20組程度
●参加費／無料
●申込／11月1日（水）8:30～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（11月10日・17日・24日）
※24日は午後のみ。予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

冬
に
多
発
す
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

令和 6 年（2024 年）1 月 16 日（火）　
8:00 ～ 9:00	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房

申込期限：12 月 15 日（金）

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

11 月 2 日（木）、12 月 7 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

11 月 1 日（水）
・一般健康相談、脳トレ
・運動教室
　「悩み解決！巡りを整えるエクササイズ」
・栄養講座「体内環境の整備士さん	腎臓の働きを守ろう」
12 月 6 日（水）
・一般健康相談、健診結果の振り返り
・運動教室「関節を整え体の流れを改善エクササイズ」
・栄養講座「あなたの野菜摂取量は？」
■場所／金屋文化保健センター

12 月 1 日（金）
・一般健康相談、骨密度測定
■場所／清水保健センター

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

11 月 2 日（木）金屋文化保健センター
11 月 6 日（月）清水保健センター
11 月 16 日（木）金屋文化保健センター
12 月 4 日（月）清水保健センター
12 月 07 日（木）金屋文化保健センター
※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和5年（2023年）7月生まれ］
　11月 28日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和4年（2022年）12月生まれ］
　11月 7日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和4年（2022年）3月生まれ］
　11月 15日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和3年（2021年）8月生まれ］
　11月 22日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和2年（2020年）4月生まれ］
　11月 14日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和5年（2023年）9月）

加入者数 6,947 人

支払額 3 億 639 万円

1 人当たりの医療費
4 万 4,104 円

（前年同月 4 万 2,295 円）

令和 4 年度（2022 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 1,169 円／月

49 万 4,029 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

おとな こども
健康 応援 スケジュール

実施時間
9:00～
11:00
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問こども教育課（金屋庁舎）

体育大会
全国学力 ・学習状況調査の結果

好天に恵まれた９月９日（土）に体育大会が開催されました。全校生徒が３チームに分かれて各種目で競
い合いました。他にも、伝統種目として集団マット運動や創作ダンスが行われました。３年生が音楽や動き、
構成を考え、下級生に教えながら練習を重ねてきました。本番では保護者や地域の方々の声援を受けて、最
高の演技ができました。

石垣中学校　体育大会
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68

72

60 65 70 75

全国
和歌山県
有田川町

小６国語

63
63

65

60 65 70 75

全国
和歌山県
有田川町

小６算数

70
67
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60 65 70 75

全国
和歌山県
有田川町

中３国語

51
50

53

45 50 55 60

全国
和歌山県
有田川町

中３数学

46
44

46

40 45 50 55

全国
和歌山県
有田川町

中３英語

本町の平均正答率を見ると、中学校の国語のみ全国を下回りましたが、全ての教科で和歌山県を上回って
おり、子どもたちは力をしっかり発揮できました。問題別に見ると、「自分の考えが伝わる文章になるように、
根拠を明確にして書くこと」に課題が見られました。今後も根拠を基に自分の考えを述べる活動などをさま
ざまな教科の授業に取り入れて、学力向上を図っていきます。

令和５年度（2023年度）全国学力・学習状況調査の結果
（小学校6年生、中学校3年生対象　4月実施）
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原画展
宮西達也絵本原画展

期間／ 11 月 1 日（水）～ 11 月 30 日（木）
時間／ 12 時～ 16 時
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要

日時／ 11 月 14 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児

おはなし会
①日程／ 11 月 3 日（金・祝）・5 日（日）・12 日（日）
　　　　　　　19 日（日）・23 日（木・祝）26 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 11 月 11 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

③日程／ 11 月 25 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／しみず図書室

新着図書案内

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

今月の移動図書館

※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止または実施
内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホーム
ページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせくだ
さい。

全館臨時休館日／ 11 月 9 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

11 月 1 日（水）　小川小学校　12:45 ～ 13:10
11 月 2 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
11 月 9 日（木）　安諦小学校　12:40 ～ 13:00
　　　　　　　  　し み ず 園　15:30 ～ 16:00
11 月 15 日（水）　小川小学校　12:45 ～ 13:10
11 月 17 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00

はたらくクルマ大集合 inALEC
開催期間／ 11 月 12 日（日）10:00 ～ 16:00
場所／地域交流センター（ALEC）

※イベント当日は当館駐車場はご利用いただけません。
地域交流センター（ALEC) 隣の吉備浄化センター駐
車場をご利用ください。

イベント

ブックラザ
「秋の葉っぱでひも通しネックレスを作ろう」
　日時／ 11 月 22 日（水）10 時 30 分～約 60 分

場所／金屋図書館 
対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組　※申し込み不要

■一般書
剣、花に殉ず　……………………… 木下昌輝／著
エレファントヘッド　……………… 白井智之／著
蜘蛛の牢より落つるもの　……………… 原浩／著
迷彩色の男　………………………… 安堂ホセ／著
どうしようもなく辛かったよ　……… 朝霧咲／著
猫弁と狼少女　……………………… 大山淳子／著
あの光　……………………………… 香月夕花／著

■児童書
はじまりは一冊の本！　…濱野京子／作　森川泉／絵
さるさるおさる　… 乾 栄里子／作　高畠那生／絵
さぼてんぼうや　… 石津ちひろ／作　田中六大／絵
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

年
末
ま
で
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
11
月
28
日
（
火
）
ま
で
に

し
尿
収
集
業
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
11
月
28
日
（
火
）
を
過
ぎ
る
と
、
年

末
ま
で
に
く
み
取
り
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
12
月
29
日
（
金
）
か
ら
令
和
6

年
（
2
0
2
4
年
）
１
月
8
日
（
月
・
祝
）

ま
で
の
間
、
し
尿
収
集
業
者
は
休
業
し
ま

す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
の
貸
与
制
度
で

生
ご
み
を
減
ら
そ
う

●
コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
処
理
容
器
）
と

は
／
畑
な
ど
に
置
き
、
生
ご
み
を
土
や

落
ち
葉
と
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
、
堆
肥
を

作
る
容
器
で
す
。
生
ご
み
を
堆
肥
に
す

る
こ
と
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
対
象
者
／
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
有
効
活

用
、
維
持
管
理
が
で
き
、
後
日
町
か
ら

の
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ら
れ
る

方
●
貸
出
数
／
1
世
帯
、
ま
た
は
1
事
業
所

に
2
基
ま
で

※
サ
イ
ズ
／
Φ
60
×
Ｈ
66 

㎝

●
そ
の
他
／
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

ま
た
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
ま
で

直
接
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ポ
ス
ト
の
無
料
貸
与
制
度
を
利
用

し
て
、
お
お
む
ね
1
年
を
経
過
し
た
方
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

リ
ユ
ー
ス
子
ど
も
服

バ
ザ
ー
の
開
催

町
内
の
保
育
所
と
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
得
て
集
ま
っ
た
子
ど
も
用
古
着
の
バ

ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
19
日
（
日
）
10
時
～
15
時

●
場
所
／
あ
り
だ
が
わ
楽
市 

え
え
も
ん

市
（
有
田
中
央
高
等
学
校
）

●
協
力
金
／
1
袋
1
0
0
円
（
詰
め
放

題
）

地域 し尿収集業者

吉備・金屋
地域

上田衛生
☎ 52-4582

（有）武田清掃
☎ 32-2391

清水地域 （有）武田清掃
☎ 32-2391

生ごみのほとんどをコンポストに
入れているので、燃えるごみを出
す回数が減りました。市販の高
い肥料を買わずにいい野菜が作
れるのが嬉しいです。

引いた草はそのままコンポ
ストに入れることができる
ので便利です。山

さん

椒
しょう

やキウ
イを育てているので、堆肥
として利用しています。

ごみ出しの袋が軽くなっ
たのが嬉しいです。コン
ポスト内のごみの量が
減っていき、堆肥になっ
ていくのが楽しみです。

家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 5 年（2023 年）8 月／約 312 トン
前月から約 27 トンの増加

最近よく “SDGｓ（エス・ディー・ジーズ）”という言葉を耳にします。
これは国連が定めた「持続可能な開発目標」の呼び名です。
ごく簡単に言うと「みんなが幸せで快適な生活を送れるような未来
を作るための目標」でしょうか。
私たち生活者が直接 SDGｓに取り組める活動の一つがごみの減量
化です。例えば、リユース服を選ぶことやコンポストを利用して生ご
みの量を減らすことも SDGｓ達成に向けた大切な取り組みです。
より良い地球の未来のためにごみを減らしましょう！

コンポスト
利用者の声
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8
月
31
日
（
木
）、
人
権
機
関
有
田
川
の

研
修
で
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
行
っ
て

来
ま
し
た
。
京
都
市
北
区
に
あ
る
こ
の
施

設
は
「
京
都
に
盲
学
生
の
た
め
の
図
書
館

を
」
と
い
う
視
覚
障
害
者
の
願
い
を
受
け
、

視
覚
障
害
者
協
会
や
盲
学
校
が
中
心
と
な

り
「
愛
の
鉛
筆
運
動
」
が
取
り
組
ま
れ
、

資
金
を
集
め
、
初
代
館
長
と
な
ら
れ
た
鳥

居
篤
治
郎
氏
が
土
地
を
提
供
し
、
昭
和
36

年
（
1
9
6
1
年
）
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
視
覚
障
害
者
の
み
な
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
持
つ
方
々
を
支
援
す

る
総
合
的
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
が
現
地
に
到
着
し
、
私
た
ち
を
出

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
盲
目
の
女
性
職
員

で
し
た
。
先
天
的
な
盲
目
で
、
光
を
薄
く

ぼ
ん
や
り
感
じ
る
程
度
の
視
力
し
か
な
い

と
話
す
そ
の
彼
女
が
施
設
内
を
案
内
し
て

く
れ
ま
し
た
。
館
内
は
元
来
視
覚
障
害
者

の
施
設
な
の
で
右
側
を
通
行
し
、
点
字
作

業
所
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
特
に
印
象

に
残
っ
た
の
は
、
点
字
図
書
館
で
あ
り
ま

す
。一
冊
の
国
語
辞
書
を
点
字
に
す
る
と
、

点
字
は
紙
を
加
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、膨
大
な
冊
数
の
辞
書
に
な
り
ま
す
。

点
字
を
読
め
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
普
通

一
年
ほ
ど
か
か

る
そ
う
で
、
私

た
ち
が
辞
書
を

何
気
な
く
引
く

の
と
は
違
い
、

一
つ
の
言
葉
を

調
べ
る
に
も
結

構
な
労
力
を
要

す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

元
の
場
所
に
戻
り
、
二
人
一
組
と
な
り
、

一
人
が
目
隠
し
を
し
、
も
う
一
人
が
そ
の

人
の
前
に
立
ち
、腕
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
、

館
内
を
回
る
体
験
も
し
ま
し
た
。
目
隠
し

を
す
る
と
、
一
歩
を
踏
み
出
す
の
に
も
不

安
感
が
あ
り
、
普
段
何
も
気
に
せ
ず
歩
い

て
い
る
こ
と
が
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
女
性
職
員
よ
り
話
が
あ
り
、

彼
女
に
と
っ
て
視
覚
障
害
は
日
常
で
あ

り
、
白
杖
を
使
っ
て
通
勤
す
る
し
、
近
所

の
人
と
は
挨
拶
す
る
し
、
料
理
も
作
る
、

至
っ
て
普
通
の
自
立
し
て
い
る
女
性
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
文
章
の
最
後
に
初
代
館
長
鳥
居
篤

治
郎
氏
の
言
葉
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

「
盲
目
は
不
自
由
な
れ
ど
、
盲
目
は
不

幸
に
あ
ら
ず
と
、
し
み
じ
み
お
も
う
」

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

則
岡 

隆
彦

 

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

11
月
15
日
（
水
）
～
11
月
21
日
（
火
）

は
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
で
す
。

法
務
局
の
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
電
話
に
対
応
し
、
相
談
者
の
話
を
聞
い

て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。
相
談
内
容
に
人
権
侵
犯
の
疑
い
が

あ
る
場
合
に
は
、
法
務
省
の
人
権
擁
護
機

関
と
し
て
事
案
に
応
じ
た
措
置
を
講
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
0
5
7
0
‐
0
7
0
‐
8
1
0

・
強
化
期
間
中
の
受
付
時
間
／
8
時
30
分

～
19
時
（
土
日
は
10
時
～
17
時
）

・
通
常
（
強
化
週
間
以
外
）
の
受
付
時
間

／
平
日
の
8
時
30
分
～
17
時
15
分

問

和
歌
山
県
地
方
法
務
局
・
和
歌
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
5
1
3
1

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 11 月 16 日（木）13:00~16:00
●場所／清水会館

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570-003-110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

　

  

全
国
一
斉

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　

   

強
化
週
間
の
実
施

＜人権機関有田川委員研修の様子＞

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

413 広報ありだがわ　2023.11



まちのデータ
（令和 5年（2023 年）9月末日現在）

人口 2万 5,451 人
男 1万 2,066 人
女 1万 3,385 人

1 万 732 世帯

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

催 

し

◆
◆
◆

令
和
6
年
（
２
０
２
４
年
）

有
田
川
町
二
十
歳
の
集
い

●
対
象
／
平
成
15
年
（
2
0
0
3
年
）

4
月
2
日
～
平
成
16
年
（
2
0
0
4

年
）
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

有
田
川
町
で
は
、
当
該
年
度
に
二
十
歳

を
迎
え
る
方
を
対
象
に
二
十
歳
の
集
い
を

行
い
ま
す
。
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

11
月
1
日
時
点
で
、
有
田
川
町
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
12
月
中
に
案

内
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

※
町
外
に
住
民
登
録
を
移
し
て
い
る
方
で

有
田
川
町
二
十
歳
の
集
い
に
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
教
育
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
既
に
ご
連
絡
い
た
だ

い
て
い
る
方
の
連
絡
は
不
要
で
す
。

●
日
時
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）

1
月
7
日
（
日
）
13
時
～
（
受
け
付
け

12
時
15
分
～
）

●
場
所
／
有
田
川
町
金
屋
文
化
保
健
セ
ン

タ
ー
（
有
田
川
町
大
字
金
屋
7
番
地
）

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

｝

年 

金

◆
◆
◆

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定

基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。事
務
手
続
き
は
日
本
年
金
機
構（
年

金
事
務
所
）
が
行
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

◦
次
の
要
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
老
齢

基
礎
年
金
受
給
者

・
65
歳
以
上
で
あ
る
。

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
で
あ
る
。

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

額
の
合
計
額
が
約
88
万
円
以
下
で
あ

る
。

◦
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
7
２
万
円
以

下
で
あ
る
。

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
お

受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
が
9
月
上
旬
か
ら
、
請
求

可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
同
封
の
は
が
き
、も
し
く
は
書
類（
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
1
月
4

日
（
木
）
ま
で
に
請
求
手
続
き
が
完
了
す

る
と
、
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
10

月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事

務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
基
本
的
に
は
更

新
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
お
客
様
の
家
族
構
成
や
金
融
機

関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お
聞
き

し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所 

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

交通事故発生件数
（9月中、物損含む）

有田川町 61 件
死者 1人　負傷 4人

有田湯浅警察署調べ

お知らせお知らせ

414広報ありだがわ　2023.11



税 

金

◆
◆
◆

令
和
5
年
度
（
２
０
２
3
年
度
）

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
手
続
き
の
相
談
会
」

10
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
消
費
税
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
概
要
の
説
明
会
お
よ
び
登
録

申
請
手
続
き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

・
11
月
29
日
（
水
）
10
時
～
11
時

・
12
月
20
日
（
水
）
14
時
～
15
時

●
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会

3
階
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅
2
4
3
0

番
地
77
）

●
定
員
／
20
人
（
先
着
順
・
電
話
予
約
要
）

●
申
し
込
み
先
／
湯
浅
税
務
署 

個
人
課

税
部
門 

☎
６
３
‐
5
4
0
3
（
直
通
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
へ
の

登
録
の
要
否
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
個
別
相
談
の
ご
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
イ
ン
ボ
イ
ス
の
制
度
の
仕
組
み
か
ら
お

知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、
ま
ず
は
前

記
説
明
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ご
予
約
さ
れ
ず
に
来
署
い
た
だ
い
た
場

合
、
ご
対
応
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
予
約
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。。

問

湯
浅
税
務
署 

個
人
課
税
部
門

　

☎
６
３
‐
5
4
0
3

め
、
Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
の
S
N
S
を

利
用
し
た
各
種
情
報
の
発
信
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁
で
は
、
納

税
者
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
、
行
政

運
営
の
効
率
化
に
向
け
て
各
種
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
国
税
に
関
す

る
制
度
や
手
続
き
、国
税
職
員
の
業
務（
税

務
調
査
や
徴
収
）
に
つ
い
て
動
画
で
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

年
末
調
整
等
説
明
会
の
開
催

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
分
の
年

末
調
整
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者
／
有
田
川
町
で
事
業
を
さ
れ
て

い
る
方

●
日
時
／
11
月
14
日
（
火
）
14
時
～
16
時

●
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会

3
階
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅
2
4
3
0

番
地
７
７
）

●
定
員
／
40
人
（
先
着
順
・
電
話
予
約
要
）

●
主
催
・
申
し
込
み
先
／
湯
浅
税
務
署
・

公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会 

☎

６
3
‐
5
4
5
4

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署 
法
人
課
税
部
門

　

☎
６
３
‐
5
4
0
6

税
を
考
え
る
週
間

～
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
～

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
租
税

の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
の
現
状
に
つ

い
て
よ
り
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、毎
年
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
を「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
広
聴
施
策
を
行
う
と
と
も
に
、
税
行

政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
寄
せ
て

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
テ
ー
マ
を
「
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
向
か
っ
て
」
と
し
て
、
国
民
生
活
と
税

の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た

続けてみよう！ 手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？手話でしりとり！「す〇〇」

両手の人差し指を立て、
左手の人差し指の先に
右手の手首を付け、右
手を開きながら垂らす。

先月号の答えは
「ストレス」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント
生石高原で見ごろです。

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などに
よって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現
を使うことがあります。

お知らせお知らせ
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・
試
験
日
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）

1
月
13
日
（
土
）

※
予
備
日
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）

1
月
14
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

案 

内

◆
◆
◆

有
田
川
町
産
材
利
用
住
宅
支
援

事
業
補
助
金

町
内
の
森
林
で
伐
採
さ
れ
、
町
産
材
を

使
用
し
た
良
質
な
木
造
住
宅
の
建
築
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
林
業
・
木
材

産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

①
町
内
に
、
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
新

築
す
る
方
。

②
町
内
の
居
住
し
て
い
る
住
宅
を
改
修
し

内
外
装
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
方
。

③
町
内
の
居
住
し
て
い
る
住
宅
に
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
。

●
補
助
要
件

・
町
内
の
森
林
で
伐
採
さ
れ
、
有
田
川
町

産
材
証
明
者
登
録
台
帳
に
記
載
さ
れ
た

製
材
所
で
製
材
さ
れ
た
木
材
を
利
用

し
、
町
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
く
施

工
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
。

・
同
居
す
る
家
族
全
員
に
町
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い
こ
と
。

・
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
る
前
に
着

工
し
て
い
な
い
こ
と
。

●
補
助
金
額

・
新
築
／
使
用
材
積
１
㎥ 

あ
た
り
２
万

円
（
上
限
20
万
円
）。

・
内
外
装
整
備
／
可
視
部
分
の
使
用
面
積

が
10
㎡
以
上
で
定
額
５
万
円
。

・
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
／
水
平
投
射
面
積
が
４

㎡
以
上
で
、１
㎡ 

あ
た
り
５
千
円
（
上

限
５
万
円
）。

※
そ
の
他
要
件
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

問

林
務
課
（
金
屋
庁
舎
）

募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
12
月
7
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
12
月
10

日
（
日
）
～
13
日
（
水
）【
身
体
検
査
・

面
接
】
12
月
16
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
3
回
一
般
曹
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
11
月
30
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
12
月
9
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
）

・
資
格
／
中
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
17

歳
未
満
の
男
子

・
受
付
期
間
／
12
月
1
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）

1
月
6
日
（
土
）
～
8
日
（
月
・
祝
）

の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
伊
丹
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊

丹
市
）

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

・
資
格
／
中
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
17

歳
未
満
の
男
子

・
受
付
期
間
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）
1
月
5
日
（
金
）
ま
で

お知らせお知らせ
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「
本
人
通
知
制
度
」
は

あ
な
た
の
個
人
情
報
を
守
る
制
度
で
す

●
ど
ん
な
制
度
？

本
人
通
知
制
度
は
、
戸
籍
謄
本
や
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
を
本
人
以
外

（
本
人
の
代
理
人
ま
た
は
代
理
人
以
外
の

第
三
者
）
に
交
付
し
た
場
合
に
、
登
録
し

た
ご
本
人
に
交
付
し
た
事
を
お
知
ら
せ
す

る
制
度
で
す
。

第三者

有田川町役場

登録している
Aさん

① A さんと
　 B さんの
　戸籍・住民票
　などを請求

② A さんと
　 B さんの
　戸籍・住民票
　などを交付 登録していない

Bさん

登録者には、
第三者に戸籍・住民
票などを交付した
事実を通知します。

事前登録をしてい
ない場合、通知は
行いません。

制度の
イメージ

●
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
？

本
人
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
不
正

取
得
が
あ
っ
た
場
合
に
早
期
発
見
と
事
実

関
係
の
早
期
究
明
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
不
正
取
得
が
発
覚
す
る
可
能
性
が
高
ま

る
こ
と
か
ら
、
不
正
請
求
を
抑
止
す
る
効

果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

●
登
録
の
手
続
き

登
録
の
際
は
、
各
窓
口
へ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び
登
録
す
る
方

と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。

・
登
録
窓
口
／
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清

水
行
政
局
住
民
福
祉
室

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

11
月
は
労
働
保
険
未
手
続
事
業

一
掃
強
化
期
間
で
す

労
働
保
険
は
原
則
と
し
て
労
働
者
1
人

の
み
の
雇
用
で
も
加
入
手
続
き
お
よ
び
労

働
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
。
未
加
入

の
事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
な
加
入
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

和
歌
山
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室
☎
0
7
3
‐
4
8
8
‐
1
1
0
2

第
16
回
有
田
川
町
観
光
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
会

第
16
回
有
田
川
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
の
作
品
展
示
会
を
あ
り
だ
が
わ
楽
市
会

場
に
て
行
い
ま
す
。
今
年
度
も
全
国
各
地

よ
り
58
名
の
方
々
か
ら
1
0
0
点
の
作

品
を
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
19
日
（
日
）
10
時
～
15
時

●
会
場
／
あ
り
だ
が
わ
楽
市
（
有
田
中
央

高
等
学
校
）

●
展
示
作
品
／
応
募
作
品
全
て

問

有
田
川
町
観
光
協
会
事
務
局
（
金
屋
庁

舎
商
工
観
光
課
内
）

|| 広報ありだがわがアプリで読める！

広報ありだがわと町議会広報かわら版
をアプリ「マチイロ」でご覧いただけます。

App Store または Google Play からインス
トールしてご利用ください。利用料は無料。
発行日にはプッシュ通知でお知らせします。

お知らせお知らせ
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問ありだがわ楽市実行委員会事務局（商工観光課内）

P

P

P

1

2

3

N

イベント
会場

ポッポみち
（約 9分）

北方面からの来場
左折での P1への入
場にご協力ください

駐車場の
出入口は
西側一カ所吉備

浄化センター

高校グラウンド

ALEC

＜インスタグラム＞ ＜町ホームページ＞

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内

廃
業
や
退
職
時
に
備
え
て
、
小
規
模
企

業
の
経
営
者
や
役
員
の
方
の
た
め
に
、
国

が
つ
く
っ
た
安
心
で
お
得
な
退
職
金
の
積

立
制
度
で
す
。
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
の

対
象
で
、
千
円
か
ら
七
万
円
の
範
囲
で
自

由
に
選
べ
、
経
営
者
の
退
職
金
と
し
て
受

け
取
れ
る
の
で
、
税
制
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
商
工
会
、
金
融
機
関
な
ど
で
加
入

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
小

規
模
共
済
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
☎
0
5
0
‐
5
5
4
1
‐

7
1
7
1
（
共
済
相
談
室
）

「もしもの時」のために登録を
ありだがわ防災・行政ナビ

「ライフビジョンアプリ」をインストー
ルしてください。無料で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
( スマートフォン )

町内のお店や団体、事業者がたくさん出店。
有田川町のおいしいもの、素敵なモノ、自慢
の商品、貴重な体験を満喫できるイベントです。
ステージでの催しもあり、スペシャルサポーターも
出演予定。最新情報や詳細はインスタグラムや
町ホームぺージでご確認ください。

お知らせお知らせ

11月19日（日） 10:00～15:00
※11月18日（土）は予告花火を行います。（町内同時7カ所）

日 時

有田中央高等学校 およびその周辺場 所

第2回 ありだがわ楽市 開催!
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月 火 水 木 金 土 日
1
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

2
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

3 文化の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

4 5
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

6 7
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

8
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

9 10
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

11
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

12
□はたらくクルマ
　大集合 inALEC
　（ALEC）
　【ALEC】
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

13 14
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□おひざでだっこ
のおはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

15
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

16
□人権特設相談所

（清水会館）
　【総務政策室】

17 18 19
□第 2 回
　ありだがわ楽市
　（有田中央高等学校

周辺）【商工観光課】
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

20 21 22
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

23勤労感謝の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

24
□水道・下水道料金
　口座振替日
　【水道課・下水道課】

□手話講習会
ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

25
□おはなし会

（しみず図書室）
【しみず図書室】

26
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

27 28
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

29 30 12/1
□健康フェア
　（清水保健センター）
　【住民福祉室】
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2 3
□第 10 回しみず
　ふるさとまつり

（清水行政局）
【産業振興室】

4 5
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

6
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□健康フェア
（金屋文化保健センター）

　【健康推進課】

7
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

11月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□第 3 期固定資産税納期限【税務課】
□第 3 期町県民税納期限【税務課】
□第 5 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 5 期後期高齢者医療保険料普通徴

収納期限【住民課】
□第 5 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）
　【水道課・下水道課】
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有
田
川
町
の
皆
さ
ま
は
よ
く
ご
存
じ
の
明
恵
上
人
は
、
承
安
３

年
（
１
１
７
３
年
）
に
有
田
郡
石
垣
荘
吉
原
村
（
現
在
の
有
田
川

町
歓か
ん
ぎ
じ

喜
寺
）で
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
誕
８
５
０
年
を
迎
え
る
本
年
、

和
歌
山
県
立
博
物
館
で
特
別
展
「
紀
州
・
明
恵
上
人
伝
」
を
11
月

26
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。（
月
曜
日
休
館
）

有
田
の
地
に
今
も
建
つ
国
指
定
史
跡
・
明
恵
紀
州
遺
跡
率そ

と

ば
塔
婆

は
、上
人
の
没
後
、弟
子
の
喜き
か
い海
や
湯
浅
一
族
が
「
我
ら
が
レ
ジ
ェ

ン
ド
」
と
し
て
明
恵
上
人
を
伝
説
化
す
る
た
め
、
木
製
の
卒
塔
婆

を
建
て
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
遺
跡
の
場
所
は
、
若
き
日

の
明み
ょ
う
え
ぼ
う
じ
ょ
う
べ
ん

恵
房
成
弁
（
35
歳
か
ら
は
高こ
う
べ
ん弁
と
名
乗
る
）
が
修
行
の
拠
点

と
し
、
人
々
の
前
で
数
々
の
奇
跡
を
見
せ
た
現
場
で
も
あ
っ
た
の

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
明
恵
上
人
は
全
国
的
に
も
有
名
な
人
物
で
、
特
に

国
宝
・
鳥ち
ょ
う
じ
ゅ
う
じ
ん
ぶ
つ
ぎ
が

獣
人
物
戯
画
を
所
蔵
す
る
京
都
の
高
山
寺
を
、
華け
ご
ん
し
ゅ
う

厳
宗

の
寺
院
と
し
て
再
興
し
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
ま
す
。
本
展
で

は
、
こ
の
鳥
獣
戯
画
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
の
で
す
が
、
高
山
寺

や
東
大
寺
な
ど
華
厳
宗
の
寺
院
に
は
、
明
恵
の
思
想
や
考
え
を
反

映
し
た
美
術
作
品
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
作
品
の

特
別
展
「
紀
州
・
明
恵
上
人
伝
」
を
開
催

ス
タ
ー
ト
地
点
、
構
想
を
練
っ
て
い
た
の
は
、
ま
さ
に
紀
州
の

地
で
し
た
。
有
田
で
過
ご
し
た
明
恵
が
、
ど
ん
な
所
で
勉
強
し

て
、
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
仏
教
の
世
界
を
思
い
描
い
た
の

か
、
そ
の
秘
密
が
紀
州
に
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
す
る

の
が
、
本
展
の
ね
ら
い
の
一
つ
で
す
。

明
恵
上
人
の
修
行
と
生
活
を
支
え
た
の
は
、
明
恵
の
出
身
一

族
、
湯
浅
党
の
人
々
で
し
た
。
湯
浅
宗む
ね
み
つ光

や
崎
山
良よ
し
さ
だ貞

の
館
跡

は
今
も
糸
野
な
ど
有
田
川
町
に
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
記

述
を
み
る
と
、
一
族
の
た
め
に
明
恵
が
祈
り
を
さ
さ
げ
た
り
、

春か
す
が
み
ょ
う
じ
ん

日
明
神
の
お
告
げ
を
受
け
た
り
す
る
な
か
で
、
明
恵
と
湯
浅

一
族
が
強
く
心
を
通
わ
せ
て
い
た
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

そ
の
明
恵
を
想
う
気
持
ち
、
ま
な
ざ
し
は
、
今
を
生
き
る
有
田

の
人
々
の
中
に
も
息
づ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

能
「
春
日
龍
神
」
や
春か
す
が
ご
ん
げ
ん
げ
ん
き
え

日
権
現
験
記
絵
な
ど
、
明
恵
上
人
の

伝
説
は
時
を
超
え
て
鮮
や
か
に
広
が
り
ま
し
た
。
今
日
も
多
く

の
日
本
人
の
心
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
い
明
恵
上
人
を
育
ん
だ

有
田
川
町
の
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
そ
の
歴
史
を
誇
り
に
県
立
博
物

館
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。（
和
歌
山
県
立
博
物
館
学
芸
員 

島

田
和な
ご
み）
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